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岐阜市産業廃棄物不法投棄対策検討委員会要綱
   
（趣旨）
 
第１条
 
岐阜市北部において発生した産業廃棄物不法投棄事案（以下「事案」という。）について、支障の除去及び再生ビジョンの検討を行うため、岐阜市産業廃棄物不法投棄対策検討委員会（以下「委員会」という。）を設置する。
 
（所掌事務）
 
第２条
 
委員会の所掌事務は、次のとおりとする。
 (1)  
事案に係る調査に関すること。
 (2)  
事案に係る対応策に関すること。
 (3)  
前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項
 
（組織）
 
第３条
 
委員会は、委員２０人以内で組織する。
 
２
 
委員は、次に掲げるもののうちから市長が委嘱する。
 (1)  
学識経験者
 (2)  
市議会議員
 (3)  
前２号に掲げるもののほか、市長が適当と認める者
 
（任期）
 
第４条
 
委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。
 
（委員長及び副委員長）
 
第５条
 
委員会に委員長及び副委員長を置く。
 
２
 
委員長は、委員の互選により定める。
 
３
 
副委員長は、委員長が指名する委員をもって充てる。
 
４
 
委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。
 
５
 
副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、その職務を代理する。
 
（会議）
 
第６条
 
委員会は、必要に応じて市長が招集する。
 
２
 
委員会は、委員の過半数の出席がなければ開くことができない。
 
（部会）
 
第７条
 
委員会に、部会を置くことができる。
 
２
 
部会の組織及び運営に関して必要な事項は、別に定める。
  
（意見の聴取）
 
第８条
 
委員長は、調査及び検討のため必要があると認めるときは、利害関係者、学識経験者等の出席を求め、その意見を聴くことができる。
  
（庶務）
 
第９条
 
委員会の庶務は、環境事業部産業廃棄物特別対策室において処理する。



 
（その他）
 
第１０条
 
この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関して必要な事項は、別に定める。
 
附
 
則
 
この要綱は、平成１６年４月６日から施行する。



岐阜市産業廃棄物不法投棄対策検討委員会部会要領
 
平成１６年５月２７日決裁
   
（趣旨）
 
第１条
 
この要領は、岐阜市産業廃棄物不法投棄対策検討委員会要綱（平成１６年４月６日決裁。以下「要綱」という。）第７条第２項の規定に基づき、岐阜市産業廃棄物不法投棄対策検討委員会（以下「委員会」という。）の部会の組織及び運営に関し、必要な事項を定
めるものとする。
 
（所掌事務）
 
第２条
 
部会は、要綱第２条の所掌事務のうち、専門的な事項について調査検討を行うものとする。
 
（組織）
 
第３条
 
部会は、次のとおりとする。
 (1) 
技術部会
 (2) 
再生ビジョン部会
 
２
 
部会は、委員長が委員会の委員のうちから指名する委員をもって組織する。
 
（部会長及び副部会長）
 
第４条
 
部会に部会長及び副部会長を置く。
 
２
 
部会長は、委員の互選により定める。
 
３
 
副部会長は、部会長が指名する委員をもって充てる。
 
４
 
部会長は、部会の会務を総理する。
 
５
 
副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるときは、その職務を代理する。
 
（会議）
 
第５条
 
部会の会議（以下「会議」という。）は、部会長が招集する。
 
２
 
部会長は、会議の議長となる。
 
３
 
部会は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、説明又は意見を求めることができる。
 
４
 
部会の委員以外の委員会の委員は、部会の承認を得て会議に参加することができる。
  
（報告）
 
第６条
 
部会長は、部会の調査検討の経過及び結果について委員長に報告するものとする。
  
（庶務）
 
第７条
 
部会の庶務は、環境事業部産業廃棄物特別対策室において処理する。
  
（委任）
 
第８条
 
この要領に定めるもののほか、部会の運営に関して必要な事項は、部会で定める。
 
附
 
則
 
この要領は、平成１６年５月２７日から施行する。



   
【遵守事項】
    
ア
 
会議中は、静粛に傍聴すること。
    
イ
 
会議中は、発言しないこと。
    
ウ
 
のぼり、旗、プラカード、鉢巻、たすき、ゼッケンその他示威のために利用すると認められるものを携帯又は着用しないこと。
    
エ
 
会議における発言に対して批評を加え、又は拍手その他の方法により公然と賛否を表明しないこと。
    
オ
 
談話をし、騒ぎ立てる等会議の妨害となるような行為をしないこと。
    
カ
 
会場において飲食又は喫煙をしないこと。
    
キ
 
会場において、写真撮影、録画、録音等を行わないこと（但し、報道関係者を除く。）。
    
ク
 
アからキまでに掲げるもののほか、議事運営に支障となる行為をしないこと。


